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令和４年度の広報及び琵琶湖疏水関連事業の取組状況について 

 
上下水道事業への理解促進や水需要の喚起のために取り組む広報活動においては、

新型コロナウイルス感染症の状況を踏まえながら、動画等を活用したお風呂の魅力

発信に取り組んでいる。 

 琵琶湖疏水については、引き続き、国庫補助金等を活用した通船事業への支援や

日本遺産事業等を通じて、更なる魅力向上と発信強化に取り組んでいる。 
 

（取組状況） 

１ 広報活動 

 ①クロスメディア広報 

   お風呂をテーマとした人気マンガ「テルマエ・ロマエ」とコラボレーションし、

幅広い世代に向けたＰＲを実施。市民しんぶん１１月号の特集枠（別紙１）や

検針時に配布するリーフレット（別紙２）に掲載するとともに、お風呂入浴の

メリットや琵琶湖疏水の魅力を動画で発信。今後、水道・下水道、経営についても

動画で配信し、上下水道事業への理解促進を図っていく。 

 

◆市民しんぶん１１月号について 

   令和４年１０月２１日ごろから市内に配布済 

＜市民しんぶん読者からのご意見(抜粋)＞ 

    ・「テルマエ・ロマエ」とのコラボが面白く、京都市の水道事業が独立採算制 

とは知らなかったので興味深かった。 

・琵琶湖疏水の歴史、水道水になるまでの道筋などがわかりやすく、簡潔に

説明されていて勉強になった。水道施設のすばらしさを知り、水道水の

大切さを再認識した 

    ・給水スポットが８００か所もあると知ったので、マイボトルを持って   

出かけたいと思った。 

※約８割が好意的な意見 

 

◆動画について 

   令和４年１１月１日から第１話と第２話を公開中。令和５年１月に第３話「水道」

と第４話「下水道」を、２月に第５話「経営」を配信予定（全５話）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１話 テーマ「お風呂」    第２話 テーマ「琵琶湖疏水」 

視聴数：約５.２万回        視聴数：約４.５万回  

※視聴数はともに 11 月 24 日時点 

 

資料４ 
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＜動画視聴者からのご意見(抜粋)＞ 

 ・入浴剤の存在を思い出し、つい入浴したくなった 

 ・親と入浴剤を入れてお風呂に入っていたのを思い出した。 

 ・琵琶湖疏水の見所がコンパクトにまとまっていた。 

 ・琵琶湖疏水についてよく分かった。 

 

◆啓発イベントについて 

    お風呂の利用促進について、１１月２６日（土）の「いい風呂の日」に啓発

イベントを京都市動物園で実施。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ※参加者 971 名 

 

 ②ポケふたグッズ 

   令和３年３月、下水道に親しみをもっていただくため、人気ゲームソフト『ポケット

モンスター』シリーズに登場する、さまざまなポケモンたちが描かれたマンホール

蓋『ポケふた』を市内５か所に設置。 

この度、本市のポケふたグッズが新たに発売されるに当たり、琵琶湖疏水記念館

でも販売した。 

 

◆販売商品 

缶バッジ、ラバーキーホルダー、ポストカード 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆販売場所・開始時期 

場 所：琵琶湖疏水記念館 

開始時期：令和４年８月３０日 ※すでに完売 

 

 

 

 

 

〈ポストカード〉 〈缶バッジ〉 〈ラバーキーホルダー〉 

写真 写真 
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③上下水道モニター 

水道・下水道施設等の見学を通して市民から事業への意見や提案をいただく取組

として、平成１５年１１月に制度開始。（今回で１８期目） 

今年度は、６月２日に第１回目のモニター事業として「びわ湖疏水船乗船～

インクライン・記念館案内」、９月２２日に「蹴上浄水場見学会」、１１月１７日に

「石田水環境保全センター見学会」を開催。事業への意見や要望をお聞きし、施策

や事業に活用していく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆モニター参加者 

   市内在住の２２名（※うち２名は大学生） 

 

２ 琵琶湖疏水関連事業 

 ①びわ湖疏水船事業 

運航５年目を迎えた中、春運航は、乗船率が８６％と少し伸び悩んだが、秋運航

は、９４．６％を記録した。 

また、地方創生推進交付金を活用した支援事業として、乗船環境改善のための

スピーカー増設、小中学生への琵琶湖疏水啓発を目的とした親子乗船会を実施した

ほか、コロナ禍後のインバウンド需要回復を見据えた多言語音声案内システムの

開発・導入、若者世代に琵琶湖疏水沿線散策を楽しんでいただくために人気観光冊子

「ことりっぷ」とコラボレーションした小冊子の発行等に向けて取り組んでいる。 

 

◆運航実績 

 運航期間 運航日数 乗船者数 乗船率 

Ｒ４春季 3/26-6/12 62 日 7,168 名 86.0% 

   秋季 10/1-11/30 47 日 5,736 名 94.6% 
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◆親子乗船会 

 春季 秋季 

日程 6 月の土日 5日間 10 月の土日 5日間 

定員 585 名 441 名 

申込数 1,444 名（抽選倍率 2.5 倍） 903 名（抽選倍率 2.0 倍） 

 

②日本遺産 

   令和２年度に琵琶湖疏水が日本遺産に認定されたことを契機に、琵琶湖疏水の

魅力向上に取り組んでいる。 

令和４年度は、大津閘門の活用に向けた改修工事や旧御所水道ポンプ室の美装化

のほか、俳優・船越英一郎氏を起用した琵琶湖疏水をＰＲする取組を実施。また、

昨年度に引き続き、疏水沿線を歩いて楽しんでいただくためのウォーキングマップ

の発行（鴨川運河コース、疏水分線コース）やマップと連動した案内標識の整備

等に取り組んでいる。 

 

◆琵琶湖疏水魅力発信事業 

・琵琶湖疏水ＰＲポスターの作成 

琵琶湖疏水沿線において数々のロケ撮影経験を持つ俳優・船越英一郎氏を

起用した琵琶湖疏水ＰＲポスターを作成 

掲出先：琵琶湖疏水記念館、京都市内地下鉄駅、公共施設など 

掲出日：令和４年１０月下旬以降、順次 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

蹴上インクライン編 びわ湖疏水船 
大津乗下船場編 

南禅寺水路閣編 
（令和４年３月発行） 
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・日本遺産琵琶湖疏水スペシャル対談 

平安神宮会館において、琵琶湖疏水の魅力を語り合う船越英一郎氏と京都

高低差崖会崖長・梅林秀行氏による対談の実施 

日 程：令和４年１２月５日（月） 平安神宮会館 

定 員：１００名 

申込数：３５９組５１６名（抽選で選定）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆散策道「そすいさんぽ」 

昨年度完成した大津～鴨川コースに引き続き、２コース（鴨川運河コース及び

疏水分線コース）の琵琶湖からの距離を示す道標（キロポスト）及び散策

マップを令和５年３月に発行予定 

 

 

 

 

 

 

 

 

③琵琶湖疏水記念館 

特別展として、これまで募集してきた琵琶湖疏水に関する懐かしの写真や古資料

等を展示した特別展「市民が写した琵琶湖疏水～昔泳いだ疏水プールとなつかしの

風景写真展～」、及び水道事業１１０周年を記念した特別展「蹴上浄水場から見た

京都市水道の１１０年」を開催。 

また、令和２年度に「琵琶湖疏水記念館を中核とする文化観光拠点計画」が文化

観光推進法に基づき国に認定されたことを契機に、同館が日本遺産・琵琶湖疏水

フィールドミュージアムの拠点に位置付けられ、更なる魅力向上を図る取組の

一環として、京都駅ビルにおける琵琶湖疏水のプロモーション事業のほか、

KYOTOGRAPHIE 京都国際写真祭等を開催。 

 

 

 

 

道標イメージ 散策マップ「そすいさんぽ」（大津～鴨川コース） 
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◆琵琶湖疏水記念館特別展 

・特別展「市民が写した琵琶湖疏水～昔泳いだ疏水プールとなつかしの風景

写真展～」 

琵琶湖疏水がどのように市民と共にあったのかを市民から募集した写真や

資料とともに紹介（8/2～10/2） 

・特別展「蹴上浄水場から見た京都市水道の１１０年」  

蹴上浄水場の創設時から現在までのあゆみを資料や映像とともに紹介 

（11/1～12/25） 

・国際写真祭連携開催（4/9～5/8） 

「KYOTOGRAPHIE 京都国際写真祭」を琵琶湖疏水記念館及び蹴上インクライン

で開催。 

・コーヒーブース等の設置（10/1～12/19、R5.3/1～3/31（予定）） 

   琵琶湖疏水記念館屋外スペースにカフェテントスタイルの仮設カフェに最大

３店舗が日替わりで出店。 

 

 

 

 

 

 

 

◆京都駅ビルにおけるプロモーション事業 

・大階段イルミネーション 

   約１５，０００個のＬＥＤを使用する「グラフィカルイルミネーションPlus」

に、俳優・船越英一郎氏や琵琶湖疏水の画像が登場（11/15～12/5） 

・中央コンコースＰＲ画像放映 

京都駅烏丸口の中央コンコース「京都プレミアムビジョン」（全４か所）で

琵琶湖疏水の魅力を紹介（11/1～11/30） 

・インフォメーション前広場企画展示 

  京都駅ビル２階のインフォメーション前広場（南北自由通路北側）において、

琵琶湖疏水に関する映像放映、パネル展示等を実施（11/19～11/27） 

・ＬＩＮＥ謎解きラリー 

  京都駅ビル及び琵琶湖疏水記念館に設置された問題を解く、ＬＩＮＥを使った

謎解きイベントの実施。（11/15～12/25） 
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大階段イルミネーション 

ＬＩＮＥ謎解きラリー 

中央コンコースＰＲ画像放映 

インフォメーション前広場企画展示 



（別紙１） きょうと市民しんぶん１１月１日号



-







（別紙２）事業リーフレット vol.15




